
履修に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、新潟県立十日町看護専門学校学則（以下「学則」という。）第 20条及び第 21条、第

22条に基づき、学生の授業科目の履修に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（科目の開設、履修の時期等） 

第２条 各科目は、修業年限に定める教育課程に基づいてこれを開設するものとする。 

２ 学生は、前項の規定により開設される時期以外の時期にその科目を履修することができない。 

 

（科目の先修条件） 

第３条 基礎看護学実習Ⅱを履修する者は、当該科目の履修に先立って、基礎看護学実習Ⅰの科目の単位を 

取得しておかなければならない。 

２ 専門分野Ⅱ及び統合分野の臨地実習を履修する者は、当該科目の履修に先立って、専門分野Ⅰ全ての科

目の単位を取得しておかなければならない。 

３ 統合実習を履修する者は、当該科目の履修に先立って、専門分野Ⅱ全ての臨地実習及び在宅看護論実習

の単位を修得しておくか又は修得見込みでなければならない。 

 

（授業科目時間） 

第４条 各学年の授業科目、臨地実習は、別に定める県立十日町看護専門学校教育計画進度表（別表１）の

とおりである。 

２ １日の授業時間は下記のとおりとする。 

  １時限      ９：００～１０：３０ 

  ２時限     １０：４５～１２：１５ 

  ３時限     １３：１５～１４：４５ 

  ４時限     １５：００～１６：３０ 

  臨地実習     ８：３０～１７：００ 

３ 講義・演習は 90分をもって２時間とし、実習は 60分をもって１時間とする。 

 

（授業の出欠） 

第５条 授業毎に担当講師が出席の確認を行う。 

２ 遅刻は授業開始 30分以内とし、それ以上は欠席とみなす。 

３ 早退は授業終了前 30分以内とし、それ以上は欠席とみなす。 

４ 45分をもって１時間とする授業においては、前２項及び３項にある30分以内を15分以内と読替える。 

５ 前２項及び３項の事実が発生した場合、細則第 10条に基づき欠席・遅刻・早退届（様式第９号）を校

長に提出しなければならない。 

 

（講義の単位認定） 

第６条 学則第 20条による講義の単位認定は試験をもって行ない、試験の合格者に所定の単位を与える。 

２ 試験は、筆記、実技、論文などにより行う。 

３ 受験資格は各授業科目時間数の３分の２以上の出席があることとする。 

４ 成績の評価は 100満点とし、60点以上を合格とする。 

５ 試験は原則として、配当年次の年度内の科目終講時に行う。ただし、担当講師が必要と認めた時は終講

時の試験以外にも行うことができる。 

６ 試験受験者は下記事項を守らない場合、当該科目の受験資格を失うものとし、学則第 30条の規定を適

用する場合がある。 

（１）試験中は監督者の指示に従うこと 



（２）試験開始後 15分後の入場、30分以内の退場 

（３）他に迷惑を及ぼす行為、不正と疑われるような行為、不正行為を行った場合 

７ やむを得ない理由により試験を欠席する場合は、試験開始前までに校長に届け出なければならない。 

８ 前項による届出を事前に提出しない場合は当該科目の受験資格を失うものとする。 

 

（技術試験） 

第７条 技術試験は下記のように実施する。 

（１）技術試験を実施する科目は別に定める。 

（２）技術試験を実施する科目の評価は筆記試験と技術試験をもって行う。 

（３）技術試験のある科目の点数は筆記試験 70点、技術試験 30点の配分とする。 

 

（追試験） 

第８条 第６条７項の理由により授業科目試験を受けられず同条８項の届出があった者は追試験を受ける 

ことができる。 

２ 追試験を受けようとする者は、その事実を証明する書類等を添付し、追試験・追実習願（様式第 19号）

で校長に願い出て、指定された期日に追試験を受けなければならない。 

３ 前項による指定された期日とは登校した初日を原則とする。 

４ 追試験の成績は得点を８割換算し、第６条４項を適用させる。 

 

（再試験） 

第９条 授業科目試験が不合格であった者若しくは追試験の結果不合格であった者、その他校長が認めた 

者は，再試験を受けることができる。 

２ 再試験を受けようとする者は、再試験・再実習願（様式第 20号）で校長に願い出て、指定された期日

に再試験を受けなければならない。 

３ 再試験の成績は 60点以上をもって合格とする。ただし、60点以上であっても点数は 60点とする。 

４ 再試験で不合格となった者は、次年度開講される当該科目を再履修しなければ受験資格を得ることがで

きない。 

 

（臨地実習） 

第 10条 臨地実習は別に定める計画表に基づいて行われる。 

２ 臨地実習の授業時間は、履修規定第４条２項のとおり１日を８時間とするが、各実習科目の学習計画

により開始時間や終了時間はこれに限らないことがある。 

 

（臨地実習の単位認定） 

第11条 学則第20条による臨地実習の単位認定は各実習科目の評価表に基づき評価し合格者に所定の単位 

を与える。 

２ 単位認定に必要な出席時間数は各実習時間数の５分の４以上であることとする。 

３ 成績の評価は 100点満点とし、60点以上を合格とする。 

 

（追実習） 

第 12条 やむを得ない理由により出席時間数が各実習時間数の５分の４に満たなかった者は、追実習を受 

けることができる。 

２ 追実習を受けようとする者は、追試験・追実習願（様式第 19号）で校長に願い出て、指定された追実

習を受けることができる。 

３ 追実習は実習科目に定めた時間数を行う。 

４ 追実習の成績は得点を８割換算し、第６条４項を適用させる。 

５ 専門分野Ⅱ及び統合分野の追実習として受けることができる科目数は再実習と合わせて３科目までと

する。 



（再実習） 

第 13条 臨地実習が不合格であった者若しくは追実習の結果不合格であった者、その他校長が認めた者は

再実習を受けることができる。 

２ 再実習を受けようとする者は、再試験・再実習願（様式第 20号）で校長に願い出て、指定された再実

習を受けることができる。 

３ 再実習における実習病棟、実習期間等については、臨地実習評価会議で決定する。 

４ 基礎看護学実習Ⅱの再実習は、配当年次に受けることができる。 

５ 再実習の成績は 60点以上をもって合格とする。ただし、60点以上であっても点数は 60点とする。 

６ 専門分野Ⅱ及び統合分野の再実習として受けることができる科目数は、追実習と合わせて３科目までと

する。 

７ 再実習で不合格となった者は、次年度開講される当該科目を再履修しなければ評価を得ることができな

い。 

 

（成績評価） 

第 14条 成績評価の評語と点数、合否は以下のとおりとする。 

評 語 点 数 判 定 

Ｓ 90点以上 

合格 
Ａ 80点以上  90点まで 

Ｂ 70点以上  80点未満 

Ｃ 60点以上  70点未満 

Ｄ 60点未満 不合格 

 

（やむを得ない理由） 

第 15条 履修に関する規程第５条２項及び３項、第６条７項、第 12条１項による、やむを得ない理由とは

次の各号の場合とする。 

（１）学校保健安全法 19条の病気にり患し、欠席した場合 

（２）病気やけがにより入院して欠席した場合 

（３）本人の不可抗力による事故、又は災害により欠席した場合 

（４）２親等以内親族者の死亡により欠席した場合 

（５）その他、校長が認めた場合 

２ 前項に該当し欠席する場合は、証明するものを提出しなければならない。 

 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第 16条 学則第 22条に定める入学前の既修得単位等の認定は以下のとおりとする。 

（１）放送大学やその他の大学若しくは高等専門学校または以下の資格（歯科衛生士、診療放射線技師、

臨床検査技師、理学療法士、作業療法士、視能訓練士、臨床工学技師、義肢装具士、救急救命士、

言語聴覚士）に係る学校若しくは養成所で本校の教育内容と同一内容の科目を履修した者の単位の

認定については、本人からの申請に基づき個々の既修の学習内容を評価し、本校における教育内容

と相当すると認められる場合には、総取得単位数の２分の１を超えない範囲で既修得単位の認定を

受けることができる。 

（２）認定を受けようとする者は、既修得単位認定申請書（様式第 21号）と学業成績証明書を入学年度

の 4月 30日までに校長へ提出しなければならない。 

（３）既修得単位の認定は既修得単位認定会議を経て校長が認定する。 

（４）認定を受けようとする者は、既修得単位が認定されるまで当該授業を受講しなければならない。 

 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から実施する。 



（別表１） 

単

位

看護のための物理学 1 30 　 　 　 　

論理的思考 1 30 　 　 　 　

情報科学 1 15 　 　 　

看護情報学 1 15 　  

生活科学 1 30 　 　 　 　 　 　

社会学 1 30 　 　 　 　

地域の人々とのふれあい 2 30 　 　 　 　 　 　 　 　 　

人間関係論 1 30 　 　 　 　

教育学 1 30 　 　 　 　 　

心理学 1 30 　 　 　 　

医療倫理 1 30  

英語 1 30 　 　 　 　

解剖生理学Ⅰ 1 30 　 　 　 　 　 　

解剖生理学Ⅱ 1 30 　 　 　 　

解剖生理学Ⅲ 1 30 　 　 　

生物と生命論 1 30 　 　 　 　

栄養学 1 30 　 　 　 　 　

生化学 1 15

病理学 1 30 　 　 　 　

病態学Ⅰ 1 30 　 　

病態学Ⅱ 1 30 　 　

病態学Ⅲ 1 30 　 　

病態学Ⅳ 1 30 　

病態学Ⅴ 1 30

薬理学 1 30 　 　 　 　

微生物学 2 30 　 　 　 　

関係法規 2 30 　    

公衆衛生 2 30     

社会福祉 2 30 　     

看護学概論 1 30 　 　 　 　

看護理論 1 30 　 　 　 　 　

臨床看護総論 1 30    　 　 　

看護の基本技術 1 30 　 　 　 　

フィジカルアセスメント 1 30 　 　

看護過程 1 30

生活の援助技術Ⅰ 1 30 　 　 　 　

生活の援助技術Ⅱ 1 30 　

生活の援助技術Ⅲ 1 30 　

診療の補助技術Ⅰ 1 30 　 　 　 　

診療の補助技術Ⅱ 1 30 　 　 　 　 　

診療の補助技術Ⅲ 1 30 　 　 　 　 　

基礎看護学実習Ⅰ 1 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90   

成人看護学概論 2 30 　 　 　 　 　

成人看護援助論Ⅰ 1 30 　    

成人看護援助論Ⅱ 1 30      

成人看護援助論Ⅲ 1 30  

成人看護援助論Ⅳ 1 30

老年看護学概論 2 30 　 　

老年看護援助論Ⅰ 1 30 　 　

老年看護援助論Ⅱ 1 30      

小児看護学概論 2 30 　    

小児看護援助論Ⅰ 1 30     

小児看護援助論Ⅱ 1 30      

母性看護学概論 2 30 　    

母性看護援助論Ⅰ 1 30      

母性看護援助論Ⅱ 1 30      

精神看護学概論 2 30 　 　

精神看護援助論Ⅰ 1 30      

精神看護援助論Ⅱ 1 30      

成人看護学実習Ⅰ 2 90   

成人看護学実習Ⅱ 2 90      

成人看護学実習Ⅲ 2 90      

老年看護学実習Ⅰ 2 90   

老年看護学実習Ⅱ 2 90      

小児看護学実習 2 90      

母性看護学実習 2 90      

精神看護学実習 2 90      

在宅看護概論 2 30 　 　 　  

在宅看護援助論Ⅰ 1 30      

在宅看護援助論Ⅱ 1 30     

看護研究Ⅰ 1 30

看護研究Ⅱ 1 30

看護の統合と実践技術 1 30   

看護管理 1 15   

地域医療 1 15   

医療安全 1 30    

災害看護 1 15   

国際看護論 1 15   

在宅看護論実習 2 90     

統合実習 2 90  

80 1965

23 1035

103 3000

４０単位(１０５０時間）

総     計 ４１単位（１０９５時間） ４１単位（１０８０時間） ２１単位（８２５時間）

３５単位（８１０時間） ５単位（１０５時間）

実習 集計 １単位（４５時間） ６単位（２７０時間） １６単位（７２０時間）

統
合
分
野

在宅看護論

看護の統合と実践

臨地実習

講義 集計

専
門
分
野
Ⅱ

成人看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

臨地実習

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと回
復の促進

健康支援と社会保障
制度

専
門
分
野
Ⅰ

基礎看護学

臨地実習

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

人間と生活、社会の
理解

5 6105 6 7 8 912 1 2 3 4 11 12 1 2 37 8 9 1011 12 1 2 3 4

教育内容 科　　目　　名
時
間
数

1　　　年 ２　　年 3　　年

4 5 6 7 8 9 10 11

 


